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J-PARC では数多くの最先端研究が進められており、価値ある成果が続々と生まれてきている。この貴

重な宝を、J-PARC の建設、運用を支えていただいている一般市民の方々、とりわけ地元茨城県、東海村

の皆さんへ還元するため、J-PARC センターとして様々な広報活動を推進してきた。研究内容や成果を分

かりやすく伝えるアウトリーチ活動として、施設の見学、施設公開、そして、子ども達への啓発活動へと幅

を広げてきた。2012 年度から 2019 年度を中心に、その活動内容をまとめた。 
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  J-PARC Center has been promoting several public relations activities to appeal the cutting-edge research 

programs and their outputs to the citizen, especially in Ibaraki prefecture and Tokai village.  
  The Public Relations Section put weight to outreach events as the best tool for this purpose, such as site 

tour, open house, and summer school. Here the outreach activities are summarized mainly from FY2012 to 
FY2019. 
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1 はじめに 

大強度陽子加速器施設 J-PARC は、日本原子力研究開発機構（JAEA）と高エネルギー加速器研究機

構（KEK）との共同プロジェクトとして、2001 年に建設が開始された。2007 年から、初段加速器のリニアッ

クの試運転が始まり、翌 2008 年 12 月には物質・生命科学実験において供用運転が開始された。続いて

ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設においても実験が開始され、2019 年は利用運転開始 10 周年の

節目の年となった。 

J-PARC で進められている数多くの最先端研究、それから生まれる価値ある成果は、J-PARC の大きな

宝である。これらの貴重な宝を、J-PARC の建設、運用を支えていただいている一般市民の方々、とりわ

け地元茨城県、東海村の皆さんへ何らかの形で還元することは、J-PARC センターの大きな使命の一つと

考えている。 

この考えのもと、筆者を中心にして、様々な広報活動、特に J-PARC で行われている研究や成果を分

かりやすく伝えるアウトリーチ活動を推進してきた。施設の見学、施設公開、そして、子ども達への啓発活

動へと幅を広げてきた。ここに、筆者が広報セクションに在任していた 2012 年度から 2019 年度を中心に、

その活動内容をまとめた。なお、この活動は、2015 年度から 2017 年度にかけて照沼 秀文氏と宇津巻 

竜也氏（KEK）、2018 年度からは井上 直子氏（KEK）の協力を得ている。 
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2 見学者の受け入れ 

建設工事が真っただ中の 2005 年度、一般の方々も含めた施設見学の受け入れを開始した。その数は

年々増え、ピーク時の 2008 年度には、年間 500 件を超え、1 万人近い見学者を受け入れることになった

（図 2-1）。一般の方々、特に、地元の方には、身近な最先端の大型施設建設ということに、大きな興味が

持たれた。また、高校、中学などの学校、教育関係者、国、県、村の関係者の見学を多く受け入れた（図

2-2）。 

 

 
 

 
 

図 2-1：見学の件数と見学者の推移 
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2011 年の東日本大震災、2013 年のハドロン実験施設での事故のため、一時、見学の受け入れを中止

していたが、その後は、年間概ね 300 件、3000 人で推移している（図 2-1）。ピーク時以降、一般の方々

の見学は減少したが、企業・セミナー参加者、専門家・大学関係者や外国人の見学は、受入開始以降、

ほぼ変わっていない（図 2-2）。最先端の大型研究施設として見学される方々が定着してきたことと考えら

れる。 

見学時に一般の方々に J-PARC を紹介するスライドの一例を、付録 A.1 に示す。 

 

 
 

 
 

図 2-2：見学者の内訳（2008 年度と 2018 年度の比較） 
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3 施設公開 

J-PARC の巨大加速器施設を多くの方に実際に観ていただくためには、施設公開をすることが最も効

果的な企画である。本格運用が始まる直前の 2008 年夏に、初めて施設公開を開催し、2,600 人を超える

方々が来場された。その後、東日本大震災、ハドロン実験施設での事故のために中断した年があったが、

2016 年からは毎年開催している。 

当初は、すべての施設を公開していたが、原子力科学研究所の核物質管理の強化により、そのエリア

内にあるリニアックと RCS 加速器施設は見学の対象から外さざるを得なかった。一方で、広報セクションを

中心として、体験型、参加型のイベントを増やしてきた。特に、アンケートでも希望の多かった子供向けの

工作教室を数多く手掛けてきた。2019 年のポスター(図 3-1)と施設公開の様子を図 3-2 に示す。 

 

2008 年 8 月 10 日 来場者 2,600 人超 

2009 年 8 月 1 日 来場者 約 3,700 人 

2010 年 8 月 28 日 来場者 約 3,200 人 

2012 年 7 月 29 日 来場者 約 2,100 人 

2016 年 7 月 31 日 来場者 1,560 人 

2017 年 8 月 20 日 来場者 1,506 人 

2018 年 8 月 19 日 来場者 1,476 人 

2019 年 8 月 25 日 来場者 1,559 人 

 

 

図 3-1：施設公開のポスター（2019 年） 
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図 3-2：施設公開（2019 年 8 月 25 日） 
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4 アウトリーチ活動 “ハローサイエンス” 

2013 年のハドロン実験施設での放射性物質漏洩事故への対応の際、地域の方と接する中で、意外な

事実が明らかになってきた。建設が始まって 10 年以上も経過したにもかかわらず、地域住民の方にも J-

PARC の存在があまり知られていないことである。東海村民の中でも、J-PARC という名前を聞いたこともな

い人が多いということは、大きな驚きであった。 

そのような状況の中、なんらかの広報イベントを開催しても、J-PARC を知らない人が多く集まるとは、な

かなか考えにくいと思われた。筆者は、“J-PARC”という名を冠した子供向けイベントを開催して、子どもを

通して、その親、家族の方に“J-PARC”という名前を覚えてもらうのが良いのではと考えた。東海村には、

夏休みの期間中に小学生向けのエンジョイ・サマースクールという企画がある。小学生は村内で開催され

る様々なイベントに参加して、スタンプを集めていく。そこで、工作教室、科学実験教室を開催して、エン

ジョイ・サマースクールにエントリーすることで、この J-PARC の認知度を上げたいという願いを実現しようと

した。当然のこととはいえ、最初の 2014 年には応募者も少なく、反響も大きくなかった。 

「ローマは一日にして成らず」ということわざもあるように、その後も毎年、テーマを変えながら開催して

いく中で、2019 年には、4 回の開催で 100 人を超える参加があった。対象の村内小学 5、6 年生全生徒

の 1 割を超える数字である。それまでには、村内の小学校の校長先生と、とある会議で私たちの活動を知

っていただく機会があった。それを発端として、小学校への出前授業も始まり、地域へのアウトリーチ活動

も軌道に乗ってきた。 

J-PARC センターのアウトリーチ活動を始めるに際し、何か覚えやすい名前はないかと様々考案した結

果、「ハローサイエンス」とした。これを、J-PARC センターのすべてのアウトリーチ活動の名前に冠するよう

にした。2016 年 12 月から毎月開催することになったサイエンスカフェも、「ハローサイエンス」と称するよう

にした。2017 年 4 月からは、会場を東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」に移し、「J-PARC と言えばハロ

ーサイエンス」というように、ブランドとしての価値を高めることで、さらなる展開を図っている。 
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4.1 夏休み科学実験教室 

これは、J-PARC の施設や研究内容に、少しでも関連づけられるテーマを選んで、実験や工作を交え

た体験型のイベントである。東海村エンジョイ・サマースクールにエントリーすることで、認知度も上がって

きた。対象は、小学 5、6 年生に絞り、小学校での理科の授業よりも上のレベルにすることで、子ども達の

興味を広げることを狙っている。 

最初の年となる 2014 年の夏休みは、いばらき量子ビーム研究センターの東海村研究交流プラザで開

催し、1 回の定員を 20 人としたものの、期待に反し、半分程度しか集まらなかった。次の年からは、会場を

東海村立図書館や東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」に移し、開催回数を増やすなどすることで、参

加しやすく配慮した。その甲斐あってか、参加者数は 60～70 人に増え、2019 年には 100 人を超え、うれ

しい悲鳴となった。以下に各年の概要を示す(図 4-1～図 4-6)。 

  

2014 年 電気磁気の力を感じよう！ 

テーマ：J-PARC には、電気や磁気の力を利用した装置がたくさ

んあります。その不思議な力を、静電気や磁石を使った工作を

しながら、感じてみよう！（工作：クリップモーター、振り子ベル） 

開催場所：いばらき量子ビーム研究センター2 階多目的ホール 

人数：2 回開催、参加者 22 人 

 

       

               振り子ベル 
 

 

図 4-1：2014 年の工作教室（いばらき量子ビーム研究センター） 
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2015 年 段ボールと割りばしで時計を作ろう 

テーマ：東海村にある巨大研究施設 J-PARC には、たくさんの

装置が一つの正確な時計に合わせて正確に動いています。 

身近にある時計はどうやって動いているのかな？？？ 

みんなで時計を作って、動く仕組みを見てみよう。 

（工作：段ボールと割り箸でできる棒テンプ時計） 

開催場所：東海村立図書館研修室 3 

人数：3 回開催、38 人参加（先着申込順） 

 

 
棒テンプ時計 

 

 
図 4-2：2015 年の工作教室（東海村立図書館） 
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2016 年 ナミナミならぬ波のパワー 

テーマ：海岸に打ちよせる大波、目には見えないテレビの電

波、波はいろいろな所にあります。東海村にある巨大加速器施

設 J-PARC は、波のパワーを使って研究をしています。波はど

うして進むの？波の正体は？光も波？ そんな波の疑問を、実

験や工作で調べてみよう。（工作：光の万華鏡、ストローウェー

ブマシン） 

開催場所：東海村立図書館研修室 3 

人数：3 回開催、36 人参加（抽選制、応募者は 65 人） 

 

 
ストローウェーブマシン 

 
 

 
図 4-3：2016 年の理科実験教室（東海村立図書館） 
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2017 年 何もないのに何かある！真空の科学 

テーマ：私たちは空気がなくては生きていけません。でも、いつ

もは空気があることは気がつきません。空気がないとどうなる

の？東海村にある巨大研究施設 J-PARC には空気をなくす

真空装置がたくさんあり、研究のために大切な役目をしていま

す。空気のパワーを体験したり、真空の中では何がおこるか、

実験や工作で調べてみよう。（工作：紙コップ吸盤） 

開催場所：東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」ラウンジ 

人数：3 回開催、69 人参加 

（付録 A.2 に使用したフリップを示す） 

 

 
紙コップ吸盤 

 

 
図 4-4：2017 年の科学実験教室（東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 
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2018 年 エネルギー へんし～～ん！ 

テーマ：私たちは、いつもエネルギーを使って生活していま

す。東海村の巨大研究施設 J-PARC も、エネルギーを使って

中性子やニュートリノを作りだし研究しています。電気は部屋を

明るくし、ガソリンは自動車を走らせます。一方で、太陽の光が

電気を生み出します。エネルギーは、いろいろ姿を変えて使わ

れたり、また蓄えられたりしています。エネルギーがどう変身す

るか、実験で調べてみよう。（工作：クリップモーター） 

開催場所：東海村立図書館研修室 1・2 

人数：3 回開催、60 人参加 

 

 

 

 

 

 

クリップモーター 

 

 

 
図 4-5：2018 年の科学実験教室（東海村立図書館） 
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2019 年 色・いろ・ふしぎ！色の科学 

テーマ：私たちのまわりには、いろいろな色があります。テレビ

のたくさんの色は、三つの色だけから作られています。太陽の

光は色がないのに、虹には七つの色があります。そんな色の不

思議を、実験や工作で調べてみよう。（工作：ベンハムのコマ、

簡易分光器、偏光万華鏡） 

開催場所：東海村立図書館研修室 1・2 

人数：4 回開催、108 人参加 

 

 

ベンハムのコマ 

 

 

  

偏光万華鏡 

 

 

  

図 4-6：2019 年の科学実験教室（東海村立図書館） 
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4.2 サイエンスカフェ 

小学生向けの科学実験教室や出前授業が軌道に乗ってくると、大人向けのイベント開催へと拡張して

いくことにした。JAEA でも、年 3 回、東海村でサイエンスカフェを開催してきたが、その終了と前後する

2016 年 12 月、J-PARC センターとしてサイエンスカフェをスタートした。東海村のサイエンスタウン構想と

もマッチし、東海村と東海村教育委員会の後援が得られることになった。サイエンスカフェを盛り上げるた

めには、毎月の開催が必須と考え、主に J-PARC の施設や研究をテーマに講師を選定してきた。 

なるべく人が集まりやすい会場をという狙いから、JR 東日本常磐線東海駅前のイオン東海店の協力を

得て、1 階のフードコートを会場とした。しかしながら、サイエンスカフェの会場として、必ずしも環境は良い

とは言えず、第 4 回からは、東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」1 階のラウンジに会場を移した。 

回を重ねるに従い、毎月のように参加するリピーターも生まれてきた。参加者数は、テーマにもよるが、

ほぼ 20 人前後になり、会場の雰囲気もこなれてきた。J-PARC センターのアウトリーチ活動の大きな柱の

一つに成長してきた。この取り組みの評価が高まる中、2018 年度後期には、東海村をまるごと屋根のない

博物館と捉える「とうかいまるごと博物館」という東海村の事業へのエントリーのお誘いを受け、その後も継

続している。その甲斐もあり、サイエンスカフェの認知度も徐々に高まってきている。ハローサイエンスのポ

スター例を図 4-7 に示す。 

 

 

 

図 4-7：ハローサイエンスのポスター（第 6 回よりデザインを統一） 
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ハローサイエンスの各年度の概要を示す(図 4-8～図 4-11 参照)。 

 

2016 年 

第 1 回 12 月 5 日 “アトム”から“超弦”へ －素粒子に魅せられた科学者たち－ 

講師：坂元 眞一 約 20 人が参加 

 
2017 年 

第 2 回 1 月 21 日 チョコレイト・サイエンス 

講師：山田 悟史 事前予約者 20 人参加、他約 10 名が傍聴 

第 3 回 2 月 27 日 加速器ってどんなもの？ 

講師：金正 倫計 22 人が参加 

第 4 回 4 月 28 日 ニュートリノで解明する宇宙の究極の謎 

講師：多田 將 32 人参加 

第 5 回 5 月 26 日 原発のゴミを加速器で減らそう！ －使用済核燃料の分離変換技術－ 

講師：佐々 敏信 38 人参加 

 

図 4-8：J-PARC ハローサイエンス（2017 年 5 月 26 日） 

 
第 6 回 6 月 30 日 ナミナミならぬ波のパワー ～水の波から素粒子へ宇宙へ～ 

（付録 A.3 に使用したスライドを示します） 

講師：坂元 眞一 31 人が参加 

第 7 回 7 月 28 日 超伝導のおはなし ～巨大科学実験を支える先端技術～ 

講師：低温セクション（飯尾 雅実、荻津 透、槙田 康博、吉田 誠、山口 博史） 

約 170 人が参加（東海村エンジョイ・サマースクールに登録） 

第 8 回 8 月 25 日 ナミナミならぬ波のパワー 今日は実験をたっぷりと 

講師：坂元 眞一 約 110 人が参加（東海村エンジョイ・サマースクールに登録） 

第 9 回 9 月 29 日 中性子で“見る”世界 －モノの中を中性子で透かしてみよう－ 
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講師：篠原 武尚 20 人が参加 

第 10 回 10 月 27 日 東海村から世界へ！ニュートリノ実験の最新成果 

講師：関口 哲郎 22 人が参加 

第 11 回 11 月 24 日 唸れ！プロトンドライバー 

講師：栗本 佳典 16 人参加 

第 12 回 12 月 22 日 素粒子ミュオンで見る“もの”の姿 －大きなものから小さなものまで－ 

講師：髭本 亘 19 人が参加 

 
2018 年 

第 13 回 1 月 26 日 今年も J-PARC は大強度で勝負！ 

講師：齊藤 直人 22 人が参加 

第 14 回 2 月 23 日 「本当に強い力」の話をしよう 

講師：小沢 恭一郎 21 人が参加 

第 15 回 3 月 30 日 ついに発見! 重力波で宇宙を見よう 

講師：都丸 隆行 14 人が参加 

第 16 回 4 月 27、28 日 素粒子 超入門 － ズバリ疑問にお答えします 

講師：坂 元眞一 19/12 人参加（28 日は東海村立図書館で開催） 

第 17 回 5 月 25 日 中性子で地球深部の「水」を調べる 

講師：服部 高典 26 人参加 

第 18 回 6 月 29 日 ハイブリッド原子炉で原子力発電のゴミを減らす！ 

講師：佐々 敏信 37 人参加 

第 19 回 7 月 27 日 超伝導のおはなし ～超強力電磁石でビームを操る～ 

講師：飯尾 雅実 21 人参加 

 

図 4-9：J-PARC ハローサイエンス（2018 年 7 月 27 日） 
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第 20 回 8 月 31 日、9 月 1 日 素粒子実験 超入門 － ズバリ疑問にお答えします 

講師：坂元 眞一 16／8 人参加 （9 月 1 日は東海村立図書館で開催） 

第 21 回 9 月 28 日 ピラミッドの秘密から宇宙の謎まで － 素粒子ミューオン研究の最前線 

講師：大谷 将士 26 人参加 

第 22 回 10 月 26、27 日 リクエスト大特集 

講師：坂元 眞一 20／4 人参加 （27 日は東海村立図書館で開催） 

 

図 4-10：J-PARC ハローサイエンス（2018 年 10 月 26 日） 

 
第 23 回 11 月 30 日 鉄筋コンクリートを支える力を中性子で観る 

講師：鈴木 裕士 23 人参加 

第 24 回 12 月 21 日 J-PARC が作るニュートリノで宇宙進化の謎に迫る 

講師：坂下 健 21 人参加 

 
2019 年 

第 25 回 1 月 25 日 “奇妙な”原子核から中性子星内部の物質を探る 

講師：高橋 俊行 25 人参加 

第 26 回 2 月 22 日 中性子線を使ってリチウムイオン二次電池を見える化する 

講師：米村 雅雄 25 人参加 

第 27 回 3 月 22 日 J-PARC で活躍するちょっと変わったエレクトロニクス装置 

講師：内田 智久 18 人参加 

第 28 回 4 月 26 日 大強度陽子加速から電車の加速へ－ 広帯域空洞装置の幅広い応用 

講師：大森 千広 20 人参加 

第 29 回 5 月 31 日 ミュオンを使って物質を探る！ 

講師：幸田 章宏 23 人参加 

第 30 回 6 月 28 日 液体金属が加速器と原子炉をつなぐ 
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          － 「加速器駆動システム」で原子力のゴミを減らす 

講師：佐々 敏信 29 人参加 

第 31 回 7 月 26 日 低温のおはなし － 先端科学を支える低温技術 

講師：飯尾 雅実 23 人参加 

第 32 回 8 月 30 日 見れば納得！素粒子ワンダーランド 

講師：坂元 眞一 27 人参加 

第 33 回 9 月 20 日 ミュオン素粒子で探るエネルギー関連材料 

講師：杉山 純 19 人参加 

第 34 回 10 月 25 日 泡沫（うたかた）の儚さの瞬間を中性子でとらえる 

講師：小泉 智 暴風雨のため中止 

第 35 回 11 月 29 日 大強度ビームをつくる！〜電気と磁石のハナシ〜 

講師：高柳 智弘 65 人参加 

 

図 4-11：J-PARC ハローサイエンス（2019 年 11 月 29 日） 

 
第 36 回 12 月 20 日 泡沫（うたかた）の儚さの瞬間を中性子でとらえる 

講師：小泉 智 16 人参加 

 
2020 年 

第 37 回 1 月 31 日 謎の素粒子ニュートリノで探る宇宙の物質の起源 

講師：小林 隆 38 人参加 

第 38 回 2 月 28 日 リチウムイオン電池の革新に向けて 

講師：神山 崇 新型コロナウィルス感染防止のため中止 

第 39 回 3 月 27 日 止まったらおしまい ～中性子でたんぱく質の「動き」を探る～ 

講師：藤原 悟 新型コロナウィルス感染防止のため中止  
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4.3 出前授業 

夏休み科学実験教室の開催をきっかけに、東海村内の小学校との連携が始まった。これまでに、東海

村内の 3 つの小学校、そして那珂市の小学校のクラブ活動の時間や学校のイベントに招かれた。参加す

る子ども達には、できるだけ実験装置に触れ動かしてもらったり、工作をしてもらったりするよう心がけた。

小人数の希望者に対して行っている東海村子ども科学クラブにも講義を依頼されている。理科に興味が

ある小学生に、科学の面白さをじっくり伝えている。2016 年には、前年にノーベル物理学賞を受賞した梶

田隆章氏の講演会が東海村に開催されることを機に、村内の小中学校の生徒に、事前の勉強会を開催

した。 

 
東海村ハローサイエンススクール（リコッティ） 

東海村内の中学生希望者 

2014 年 12 月 15 日 巨大研究装置 その秘密は身近なところに！！ 

東海村立村松小学校 サイエンスクラブ 

2016 年 1 月 20 日 電磁石とモーター 

2016 年 6 月 22 日 電磁石とモーター(図 4-12 参照) 

2016 年 11 月 16 日 静電気実験と振り子ベル工作 

2017 年 3 月 1 日 分光実験演示と光の万華鏡工作（担当：宇津巻 竜也） 

 

図 4-12：村松小学校サイエンスクラブでの授業（2016 年 6 月 22 日） 

 
東海村立白方小学校 科学クラブ 

2016 年 7 月 7 日 電磁石とモーター 

2017 年 7 月 6 日 分光実験演示と光の万華鏡工作（担当：宇津巻 竜也） 

2018 年 6 月 21 日 真空実験と真空砲演示 (図 4-13 参照) 
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2019 年 6 月 13 日 モーター演示と単極モーター工作 

2020 年 2 月 13 日 静電気実験と振り子ベル工作（担当：井上 直子） 

 

図 4-13：白方小学校科学クラブでの授業（2018 年 6 月 21 日） 

 
東海村立中丸小学校 理科クラブ 

2017 年 6 月 21 日 分光実験演示と光の万華鏡工作（担当：宇津巻 竜也） 

2017 年 12 月 13 日 電磁石とモーター、ガウス加速器演示 

2018 年 6 月 13 日 真空実験と真空砲演示 

2018 年 11 月 28 日 静電気実験と振り子ベル工作(図 4-14 参照) 

2019 年 6 月 12 日 モーター演示と単極モーター工作 

2019 年 11 月 6 日 静電気実験と振り子ベル工作（担当：井上 直子） 

 

図 4-14：中丸小学校理科クラブでの授業（2018 年 11 月 28 日） 
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梶田隆章先生講演会のための事前勉強会 

2015 年のノーベル物理学賞の研究内容を紹介 

小学生向け 2016 年 5 月 16、22 日 東海村産業・情報プラザ(図 4-15 参照) 

中学生向け 2016 年 5 月 20 日 東海中学校（担当：多田 将） 

2016 年 5 月 26 日 東海南中学校（担当：多田 将） 

 

図 4-15：事前勉強会（2016 年 5 月 16 日 東海村産業・情報プラザ） 

 
東海村中丸学童クラブ 

2018 年 8 月 27 日 光の万華鏡工作 

東海村子ども科学クラブ 

東海村内の小学 5、6 年生の希望者約 10 名（中丸コミュニティセンター） 

2018 年 1 月 15 日 不思議な光の実験（担当：宇津巻竜也） 

・黒い壁を玉がすり抜ける？（工作） 

・セロテープでカラフルな光をつくろう（工作） 

1 月 29 日 結晶を作ってみよう（担当：宇津巻竜也） 

・結晶ができる様子をみよう（工作） 

・光る結晶を作ろう（工作） 

2 月 19 日 走れ！回れ！磁石の魔法 

・いろいろなモーターを体験しよう 

・”超強力”なモーターを作ろう（工作） 

2019 年 1 月 21 日 “バチッ”とキメよう静電気(図 4-16 参照) 

・身の回りの静電気を体験してみよう 
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・静電気クラゲを作ろう（工作） 

・帯電列を調べよう 

・振り子ベルを作ろう（工作） 

1 月 28 日 何もないのに何かある！真空の科学 

・空気の重さを測ろう 

・紙コップ吸盤を作ろう（工作） 

・真空中で何が起こるか見てみよう 

2 月 4 日 不思議な光の実験（担当：井上直子） 

・黒い壁を玉がすり抜ける？（工作） 

・セロテープでカラフルな光をつくろう（工作） 

2019 年 11 月 11 日 不思議な光の実験（担当：井上直子） 

・黒い壁を玉がすり抜ける？（工作） 

・セロテープでカラフルな光をつくろう（工作） 

11 月 18 日 “バチッ”とキメよう静電気（担当：井上直子） 

・静電気クラゲを作ろう（工作） 

・振り子ベルを作ろう（工作） 

11 月 25 日 磁石と電気は仲良し？（担当：井上直子） 

・クリップモーターを作ろう（工作） 

・磁石の上のパイプを転がそう（工作） 

 

図 4-16：東海村子ども科学クラブ（2019 年 1 月 21 日 中丸コミュニティセンター） 

 
創造的思考の工房 チビッ子アトリエ（西東京市） 

2015 年 3 月 25 日 電気磁気の力を感じよう！ 
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2016 年 3 月 30 日 時・時間・時計 ママと一緒に実験！発見！(図 4-17 参照) 

2017 年 3 月 29 日 ナミナミならぬ波のパワー 

2018 年 3 月 28 日 何もないのに何かある！真空の科学 

2019 年 3 月 27 日 エネルギー へんし～～ん！ 

 

図 4-17：創造的思考の工房 チビッ子アトリエ（2016 年 3 月 30 日） 
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4.4 ブース出展 

さまざまな科学イベントや科学館での催しなどに J-PARC のブースを出展している。JAEA や KEK が主

体となって出展したブースへ協力する場合もある。東海村を始めとした茨城県内だけでなく、東京や岐阜

県飛騨市にも足を延ばしている。J-PARCを知ってもらえるような単なるポスターや模型の展示だけではな

く、実験の演示、工作などを交えた参加型の演出を心がけている。特に、子ども達が対象のイベントでは、

訪れた皆さんに工作をして持ち帰ってもらう教室にしている。 

 
図書館まつり（東海村立図書館） 

2015 年 8 月 29 日 走る乾電池、各種モーターの演示とクリップモーター工作 

大空マルシェ（東海村村松虚空蔵堂） 

2015 年 10 月 11 日 冷える世界（ボール割り、小型ロケット打ち上げ、草花を粉々にする、バ

ナナで釘打ち等）、超伝導コースター、走る乾電池 

2016 年 10 月 8 日 冷える世界、超伝導コースター、走る乾電池 

2017 年 10 月 21 日 超伝導コースター、極低温実験（プラスチックボール割り、二酸化炭素ガ

スや酸素ガスの固化、LED の色の変化）、ガウス加速器 

2018 年 10 月 21 日 超伝導コースター、極低温実験（プラスチックボール割り、二酸化炭素ガ

スや酸素ガスの固化、LED の色の変化）、ガウス加速器(図 4-18 参照) 

 

図 4-18：大空マルシェ（2018 年 10 月 21 日） 

 
東海村立村松小学校 村小まつり 

2015 年 11 月 7 日 電磁石とモーター 

原子力科学館（東海村） 

Christmas Festival 2015 年 12 月 23 日 光の万華鏡とクリップモーター工作 

バレンタインイベント 2018 年 2 月 10 日 何もないのに何かある！真空の科学(図 4-19 参照) 

バレンタインイベント 2019 年 2 月 9 日 ガウス加速器演示 
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図 4-19：バレンタインイベント （2018 年 2 月 10 日） 

 
東海村子ども科学広場（東海村中央公民館、東海文化センター、東海村立図書館） 

2020 年 3 月 1 日 光の万華鏡工作 

那珂核融合研究所施設見学会（那珂市） 

2015 年 11 月 8 日 走る乾電池演示、J-PARC 塗り絵 

2016 年 11 月 3 日 超伝導コースター、走る乾電池、ファラディーモーター、 

手動モーター演示 

2017 年 10 月 22 日 ガウス加速器演示 

2018 年 10 月 21 日 光の万華鏡工作(図 4-20 参照) 

2019 年 10 月 20 日 偏光万華鏡工作（付録 A.4 に使用したフリップを示す） 

 

図 4-20：那珂核融合研究所施設見学会（2018 年 10 月 21 日） 
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那珂市立菅谷東小学校 きぎすっこまつり 

2018 年 11 月 10 日 ガウス加速器演示と光の万華鏡工作(図 4-21 参照) 

2019 年 11 月 9 日 光の万華鏡工作 

 

図 4-21：きぎすっこまつり（2018 年 11 月 10 日） 

 
青少年のための科学の祭典日立大会（日立シビックセンター） 

2017 年 11 月 26 日 ガウス加速器演示、ミニチュアガウス加速器工作 

2018 年 12 月 2 日 光の万華鏡工作(図 4-22 参照) 

2019 年 12 月 1 日 単極モーター工作 

 

図 4-22：青少年のための科学の祭典日立大会（2018 年 12 月 2 日） 
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エコフェスひたち（日立シビックセンター） 

2018 年 7 月 21 日 超伝導コースター演示、タイヤ展示 

2019 年 7 月 20 日 ガウス加速器演示、タイヤ展示 

日立サイエンスショーフェスティバル（日立シビックセンター） 

2019 年 2 月 3 日  光の万華鏡工作(図 4-23 参照) 

2020 年 2 月 16 日 偏光万華鏡工作 

 

図 4-23：日立サイエンスショーフェスティバル（2019 年 2 月 3 日） 

 
J-PARC センター出張工作教室（大洗わくわく科学館） 

2017 年 8 月 5 日 分光実験演示と光の万華鏡工作 

2018 年 8 月 4 日 光の万華鏡工作(図 4-24 参照) 

2019 年 8 月 3 日 光の万華鏡工作 

 

図 4-24：J-PARC センター出張工作教室（2018 年 8 月 4 日） 

JAEA-Review 2020-014

- 26 -



JAEA-Review 2020-014 

- 27 - 

SAT テクノロジーショーケース（つくば国際会議場エポカル） 

2008 年 1 月 25、26 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（産業技術総合研究所） 

2009 年 1 月 23、24 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（農林水産技術会議事務局 筑波事務所本館） 

2010 年 1 月 22、23 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映（筑波大学 大学会館） 

2010 年 12 月 24、25 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（つくば国際会議場エポカル） 

2012 年 1 月 13 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（つくば国際会議場エポカル） 

2013 年 1 月 22 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（つくば国際会議場エポカル） 

2014 年 1 月 24 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（つくば国際会議場エポカル） 

2015 年 1 月 21 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映 

（つくば国際会議場エポカル） 

2016 年 2 月 4 日 企画展示 パネル、模型、ビデオ上映(図 4-25 参照) 

（つくば国際会議場エポカル） 

 

図 4-25：SAT テクノロジーショーケース（2016 年 2 月 4 日） 

 
G7 茨城・つくば科学技術大臣会合特別展（つくば国際会議場エポカル） 

2016 年 5 月 15-21 日 パネルとスパークチェンバーを展示（KEK の出展に協力） 

科学の甲子園ジュニア全国大会エキシビション（つくば国際会議場エポカル） 

2017 年 12 月 2 日 ガウス加速器（KEK の出展に協力） 

2019 年 12 月 8 日 ガウス加速器 

青少年のための科学の祭典全国大会（東京都千代田区 科学技術館） 

2015 年 7 月 25、26 日 超伝導コースター、走る乾電池演示とクリップ 

                             モーター工作（JAEA の出展に協力）(図 4-26 参照) 
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図 4-26：青少年のための科学の祭典全国大会（2015 年 7 月 25 日） 

 
サイエンスアゴラ（東京都江東区 日本科学未来館） 

2016 年 11 月 3-6 日 パネルと手動モーター、ファラディーモーター、 

フランクリンモーター（KEK の出展に協力） 

大学共同利用機関シンポジウム（東京都千代田区 アキバ・スクエア） 

2016 年 11 月 27 日 加速器内を歩くビデオ他（KEK の出展に協力） 

こども霞が関見学デー（東京都千代田区 文部科学省庁舎） 

2017 年 8 月 2-3 日 ガウス加速器演示（JAEA の出展に協力） 

2018 年 8 月 1-2 日 ガウス加速器演示、光の万華鏡工作（JAEA の出展に協力） 

2019 年 8 月 7-8 日 ガウス加速器演示、偏光万華鏡工作（JAEA の出展に協力）(図 4-27 参照) 

 

図 4-27：こども霞が関見学デー（2019 年 8 月 8 日） 
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Geo Space Adventure（岐阜県飛騨市 神岡町公民館） 

2017 年 7 月 15-16 日 ガウス加速器、各種モーター演示、模型 

2018 年 7 月 14-15 日 ガウス加速器、ビデオ上映演示、模型(図 4-28 参照) 

2019 年 7 月 13-14 日 ガウス加速器、ビデオ上映演示、模型 

 

図 4-28：Geo Space Adventure（2018 年 7 月 14 日） 

 
梶田隆章先生お話会（大阪科学技術館） 

2018 年 2 月 18 日 ガウス加速器演示（JAEA の出展に協力） 
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4.5 講演、サイエンストーク 

講演会、サイエンスカフェでの講演も徐々に増え、直接、間接に、J-PARC の施設や研究成果を紹介し

ている。J-PARC センターのアウトリーチ活動としての特徴を出すために、筆者は参加型の講演にすること

を心がけている。例えば、実験の演示やクイズを取り入れるようにしている。参加者自ら、手を動かして行

う簡単な実験を組み込んだテーマもあり、あくまで、参加者がどんなことを知りたいかをよくリサーチし、プ

レゼンテーションを組み立てている。 

以下に、これまでの活動実績を記す。 

 
J-PARC の最先端研究  素粒子で探る極微の世界 

J-PARC の施設と研究内容の紹介、加速器、素粒子、ニュートリノ振動、ヒッグス粒子、中性子、放

射線等を取り上げる。 

鯱光会月例会（2010 年 6 月 11 日 名古屋市） 

愛知県立旭丘高等学校理科特別授業（2011 年 12 月 2 日 名古屋市）(図 4-29 参照) 

悠久会（2014 年 7 月 19 日 水戸市） 

愛三技術会（2014 年 11 月 14 日 愛知県大府市） 

科学技術者フォーラムセミナー（2015 年 6 月 11 日 東京都品川区） 

 

図 4-29：愛知県立旭丘高等学校理科特別授業（2011 年 12 月 2 日 写真提供：旭丘高等学校） 

 
ニュートリノとヒッグス粒子の謎 「重さ」のパズルを解く素粒子研究 

ニュートリノ振動の発見でニュートリノに質量があることが判明、一方でヒッグス粒子の発見で素粒

子が質量を獲得する機構が確立したことを解説した。 

東京鯱光会月例会（2014 年 4 月 10 日 東京都千代田区） 

JAEA 東海サイエンスカフェ（2014 年 6 月 21 日 東海村リコッティ） 

味の素イノベーション研究所（2014 年 7 月 22 日 川崎市） 
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J-PARC 研究開発最前線 中性子で探る物質の世界 − J-PARC での茨城県の取り組み 

中性子を使った物質研究の原理を解説。後半は茨城大学石垣徹氏が「中性子が切り拓く未来

～物質の不思議と生命の謎を茨城で探る～」という演題で講演を行った。 

JAEA 東海サイエンスカフェ（2015 年 3 月 14 日 東海村リコッティ） 

 
時間って いったい何だろう？ 

時計の歴史や原理を紹介し、現代物理学における時間の概念を解説 

KEK サイエンスカフェ（2015 年 11 月 23 日 西東京市多摩六都科学館）(図 4-30 参照) 

 

図 4-30：KEK サイエンスカフェ（2015 年 11 月 23 日 写真提供：多摩六都科学館） 

 
ニュートリノ振動、T2K 実験 

ニュートリノ振動を中心に、ニュートリノ振動の原理、ニュートリノの物理や研究の歴史、ノーベル物

理学賞の内容、さらには、T2K 実験の最新成果や CP 対称性の破れ、宇宙の起源までをやさしく

解説 

茨城プラスネット例会（2015 年 1 月 19 日 東海村原子力科学館） 

J-PARC サイエンスギャラリー（2015 年 12 月 12 日 東海村立図書館） 

科学技術週間サイエンスカフェ（2016 年 4 月 24 日 東京都千代田区科学技術館） 

藝文学苑つくば教室（2016 年 4 月 22 日、5 月 13、27 日 つくば市常陽つくばビル） 

原子力科学館講演会（2016 年 8 月 11 日 東海村原子力科学館） 

東海村サイエンス講座（2016 年 9 月 3、17 日、10 月 1、6 日東海村リコッティ） 

サイエンストーク（2019 年 7 月 13、14 日 岐阜県飛騨市ひだ宇宙科学館カミオカラボ） 

              (図 4-31 参照) 
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図 4-31：サイエンストーク（2019 年 7 月 14 日 写真提供：ひだ宇宙科学館カミオカラボ） 

 
すごい素粒子ミューオンの魔法 

主に負ミューオンを使った様々な研究を解説 

茨城プラスネット例会（2016 年 3 月 14 日 東海村原子力科学館） 

藝文学苑つくば教室（2019 年 2 月 1、15 日 つくば市常陽つくばビル） 

素粒子全般 

素粒子理論や素粒子実験について分かりやすく解説 

J-PARC サイエンスカフェ（2016 年 12 月 5 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 4 月 27 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 4 月 28 日 東海村立図書館） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 8 月 30 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 8 月 31 日 東海村立図書館） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 10 月 26 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

J-PARC サイエンスカフェ（2018 年 10 月 27 日 東海村立図書館） 

ナミナミならぬ波のパワー ～水の波から素粒子へ宇宙へ～ 

“波”をキーワードに中性子による物質研究、ニュートリノ振動、重力波の検出について解説 

KEK サイエンスカフェ（2016 年 10 月 7、14、21、28 日 つくば市 BiVi つくば）(図 4-32 参照) 

KEK サイエンスカフェ（2016 年 11 月 23 日 西東京市多摩六都科学館） 

科学技術週間サイエンスカフェ 

（2017 年 4 月 23 日 東京都千代田区科学技術館）(図 4-33 参照) 

J-PARC サイエンスカフェ（2017 年 6 月 30 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

J-PARC サイエンスカフェ（2017 年 8 月 25 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

CROSS2017 市民公開講座（2017 年 12 月 2 日 つくば市役所） 
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大人のための科学教室（2018 年 2 月 8 日 日立市日立シビックセンター） 

 

 

図 4-32：KEK サイエンスカフェ（2016 年 10 月 28 日 写真提供：KEK） 

 

図 4-33：科学技術週間サイエカフェ（2017 年 4 月 23 日） 

 
すべての物は左右の違いから生まれた 

対称性をメインテーマに、オズマの問題に絡めながら、社会生活、宇宙、生物、分子、原子、素粒

子の世界での対称性を紹介、宇宙の成り立ちには CP 対称性の破れが重要であることを解説した。 
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KEK サイエンスカフェ（2017 年 11 月 23 日 西東京市多摩六都科学館）(図 4-34 参照) 

JAEA 東海サイエンスカフェ（2018 年 3 月 24 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

藝文学苑つくば教室（2018 年 6 月 1、15 日 つくば市常陽つくばビル） 

親子で楽しむサイエンス（2019 年 1 月 19 日 日立市日立シビックセンター） 

大人のためのサイエンス（2019 年 3 月 14 日 日立市日立シビックセンター） 

KEK サイエンスカフェ（2020 年 2 月 7、14、21 日 つくば市 BiVi つくば） 

 

図 4-34：KEK サイエンスカフェ（2017 年 11 月 23 日 写真提供：多摩六都科学館） 

 
エネルギー へんし～～ん！ 

エネルギーにはいろいろな形態があり、それを別の形態に変換することで活用していることを参加

者とともに考えていく。 

KEK サイエンスカフェ（2018 年 11 月 23 日 西東京市多摩六都科学館）(図 4-35 参照) 

 

図 4-35：KEK サイエンスカフェ（2018 年 11 月 23 日 写真提供：多摩六都科学館） 
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見れば納得! 素粒子ワンダーランド 

素粒子の振る舞いを再現する装置を駆使して、難解な素粒子を分かりやすく解説した(図 4-36 参

照)。 

J-PARC サイエンスカフェ（2019 年 8 月 30 日 東海村産業・情報プラザ「アイヴィル」） 

KEK サイエンスカフェ（2019 年 11 月 23 日 西東京市多摩六都科学館）(図 4-37 参照) 

（付録 A.5 に使用したスライドを示す） 

藝文学苑つくば教室（2020 年 1 月 17 日、2 月 7、21 日 つくば市常陽つくばビル） 

 

  

 ブラウン運動の再現装置 クルックス管 

 

  

 ラザフォードの散乱実験の再現装置 二重スリット実験（粒子）の再現装置 

 

  

 二重スリット実験（波動）の干渉縞 ヒッグス場の再現装置 

図 4-36：講演で用いた再現実験 
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図 4-37：KEK サイエンスカフェ（2019 年 11 月 23 日 写真提供：多摩六都科学館） 
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4.6 プレゼンテーション・セミナー 

筆者の経験をもとに、オーラルプレゼンテーションをより良くするためのセミナーを J-PARC センター内

で開催した。広報セクションで受け入れた夏期休暇実習生向けに行った講義を発展させ、アウトリーチ活

動だけでなく、学会発表等でも役に立つプレゼンテーションの基本を講義した。 

以下に、概要を示す。 

広報、サイエンスコミュニケーションとは 

広報の基本概念、サイエンスコミュニケーションの概要、サイエンスコミュニケーターの資質、業

務（付録 A.6 に使用したスライドを示す。） 

プレゼンテーションの基礎 

プレゼンテーションの基本原理、構成、構築作業のノウハウ 

スライドデザインの基礎 

分かりやすく見やすいスライド作成のノウハウ、文字、ダイアグラム、表、図、グラフ等のデザイ

ンの指針 

デリバリーの基礎 

話し方、身振り、姿勢、プレゼンテーション現場での心構え 

ダイアグラムの基礎 

ポイントの抽出、整理、ダイアグラムへの落とし込みのノウハウ 

印象のコントロール 

自分はどう見られているのか、どうすればよい印象を与えられるか 

写真撮影 きほんの「き」 

カメラの機能と撮影の基本、よい広報写真撮影のためのノウハウ  
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5 季刊誌 “J-PARC” 

J-PARC での様々な最先端研究の成果、世界をリードする技術や装置の開発の様子を定期的に紹介

する季刊誌の発行を 2015 年に開始した。幅広い読者層をターゲットに、研究開発に携わる“人”をフィー

チャーし、インタービューや対談をメインとして構成としている。冊子は、全国の主な大学、研究所、県内

の高校や公共施設に送付するとともに、J-PARC のホームページからも閲覧できるようにした※。 

創刊準備号から第 11 号までは、宇津巻 竜也氏が編集、第 12 号以降は井上 直子氏が作成、編集し

ている(図 5-1～図 5-8 参照)。 

以下に、タイトルを示す。 

 

創刊準備号 （2015 年夏） ミュオンで世界を透視する！ 

第 1 号 （2015 年秋） 陽子の加速器 世界最高クラスの大強度陽子ビームを作る 

第 2 号 （2016 年冬） 中性子で「見る」  中性子イメージングの新しい未来 

第 3 号 （2016 年 3 月） 梶田隆章×小林隆 T2K 対談 

第 4 号 （2016 年 10 月） 素粒子・原子核の標準理論 その先を知りたい 

第 5 号 （2016 年 12 月） 超伝導の謎に挑む 

第 6 号 （2017 年 2 月） 夢の技術「核変換」とは？ 

第 7 号 （2017 年 2 月） μSR －ミュオンのスピンを見る－ 

第 8 号 （2017 年 8 月） ピタッと止まって低燃費 しかも丈夫なタイヤを作る 

第 9 号 （2017 年 11 月） CP 対称性 

第 10 号 （2018 年 2 月） 加速空洞を知る 

第 11 号 （2018 年 3 月） iMATERIA MLF BL20 

第 12 号 （2019 年 6 月） 質量は環境で変化するのか？ 

第 13 号 （2019 年 9 月） 中性子で蓄電池の未来を切りひらく 

第 14 号 （2020 年 3 月） 高圧下の物質の状態を中性子で調べる 

 

 

 

 

 

 

 

※ J-PARC 季刊誌, https://j-parc.jp/c/public-relations/publication.html 
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図 5-1：創刊準備号（2015 年夏）            図 5-2：第 1 号（2015 年秋） 

 

 

   
図 5-3：第 3 号（2016 年 3 月）             図 5-4：第 6 号（2017 年 2 月） 
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図 5-5：第 8 号（2017 年 8 月）            図 5-6：第 9 号（2017 年 11 月） 

 

 

    
図 5-7：第 10 号（2018 年 2 月）           図 5-8：第 13 号（2019 年 9 月） 
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6 さらなる展開に向けて 

2014 年、東海村の小学生向けの科学実験教室を手掛かりに始めたアウトリーチ活動は、全くの手探り

の状態であった。徐々にアンテナを広げながら、地道な努力の結果、点から線へ、東海村から日立市、那

珂市、大洗町へ、さらにつくば市や東京へと活動範囲を拡げることができた。年を重ねるに従い、科学実

験や工作のレパートリーを増やすこともでき、より確実なものとなってきた。東海村でのサイエンスカフェの

開催、そして季刊誌の発行は、J-PARC のアウトリーチ活動の柱として定着してきている。 

しかしながら、広報メディアやコンテンツのレベルは、まだまだ低いと言わざる得ない。様々なアウトリー

チ活動を、さらに面へと拡げ、幅広い年齢層にも及ぶようにするためには、現状に甘んじることなく、広報

のレベルを大きく引き上げることが必須である。さらには、受け身ではなく積極的な働きかけができるような、

斬新な企画も不可欠である。それが実現できてこそ、「J-PARC ハローサイエンス」というブランドは、確固

たるものになることと信じている。 
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付録：プレゼンテーションに用いたスライド 

A.1 施設見学者に対する J-PARC の紹介スライドの一例 
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A.2 何もないのに何かある! 真空の科学（夏休み科学実験教室） 
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A.3 ナミナミならぬ波のパワー（J-PARC サイエンスカフェ） 
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A.4 偏光万華鏡の工作 
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A.5 見れば納得! 素粒子ワンダーランド（KEK サイエンスカフェ） 
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A.6 広報 Public Relations（プレゼンテーション・セミナー） 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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